
資料 NO４ 

（案） 

令和２年 月 日 

 

恵那市長 小坂 喬峰 様 

 

恵那市総合計画審議会  

会長 服部 敦  

 

恵那市総合計画及び総合戦略の策定について（答申） 

 

 令和元年６月７日付けま企第 442 号で諮問のありました標記の件について、本

審議会において慎重に審議を重ねた結果、別冊のとおり結論を得ましたので答申

します。 

 計画策定期間中に発生した新型コロナウイルス感染症は瞬く間に世界中に広が

り、私たちが「当たり前」と思っていた様々な日常を一変させ、価値観や社会の

あり方に大きな変化をもたらしました。 

 市長におかれましては、コロナ禍による大きな社会変動のうねりの中、リスク

に対する強靭性を高めることで安心・安全な暮らしを実現させ、地域資源を最大

限に活用することで地域活性化と持続可能な社会への転換を推し進め、新しい技

術を活用することで時代に対応した暮らし方や働き方を追求されることを期待し

ます。 

 その際、急激な社会の変化に戸惑う市民に対して、格差が生じないよう手を差

し伸べ、誰もが活躍する社会の実現に努め、生活の豊かさを実感できる「新たな

日常」の定着に向けて総合計画及び人口ビジョン・総合戦略に掲げる諸施策が的

確に推進されることを強く要望します。 

 

記 

 

別冊 

 （１）第２次恵那市総合計画後期基本計画 

 （２）第２期恵那市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略 

 


